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高
い
場
所
も

平
気
だ
よ

穂
高
幼
稚
園　
（
３
月
３
日
）
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子
ど
も
た
ち
の
体
力
が
低
下
し
た

背
景
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
の
体
力
低
下
は
、
全
国
的

に
は
昭
和
60
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
下
降
傾
向

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て

社
会
環
境
や
生
活
様
式
の
変
化
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
例
え
ば
事
故
や
犯
罪
防
止
の
た

め
、
子
ど
も
が
外
で
体
を
動
か
し
遊
ぶ
場

所
（
空
間
）、仲
間
、時
間
の
三
つ
の
「
間
」

が
減
少
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
女
子
の
体
力
低
下
が
課
題
で
す
。

長
野
県
を
み
る
と
中
学
生
女
子
の
体
力
は

全
国
で
40
位
前
後
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

市
全
体
を
見
る
と
、
県
平
均
を
や
や
下

回
っ
て
お
り
、
ま
た
、
中
学
生
で
は
部
活

動
な
ど
で
、
運
動
量
の
多
い
生
徒
と
少
な

い
生
徒
の
二
極
化
が
顕
著
で
あ
り
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
取
り
組
み
状
況
は
？

初
年
度
と
い
う
こ
と
で
、
各
学
校
や
幼

稚
園
な
ど
が
行
っ
て
い
る
体
力
向
上
の
取

り
組
み
な
ど
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
、
私
た
ち
教
師
を
は
じ
め
子
ど
も

た
ち
の
指
導
に
関
わ
る
多
く
の
人
が
課
題

を
共
有
し
、「
で
き
る
こ
と
」
か
ら
始
め
、

全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習

慣
等
調
査
は
、
4
月
か
ら
7
月
に
か

け
て
全
国
の
小
学
5
年
生
と
中
学
2

年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、
市
内
の
小

学
校
10
校
、
中
学
校
7
校
も
参
加
し

ま
し
た
。
調
査
内
容
は
、
新
体
力
テ

ス
ト
（
握
力
、
上
体
起
こ
し
な
ど
）

8
種
目
と
運
動
習
慣
な
ど
の
質
問
紙

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
概
要

中
学
校
女
子
で
は
ほ
と
ん
ど
の

種
目
で
全
国
を
下
回
る
結
果
に

調
査
結
果
は
、
文
部
科
学
省
の
基

準
に
よ
り
、
全
国
・
県
の
平
均
値
や

回
答
率
と
比
べ
た
時
、
市
の
結
果
が

ど
れ
く
ら
い
の
位
置
に
あ
る
か
表
し

て
い
ま
す
。

【
体
格
】

小
学
校
、
中
学
校
い
ず
れ
も
男
女

と
も
ほ
ぼ
9
割
が
正
常
範
囲
内
で
し

た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
し
て
い
る
内
容

を
広
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
体
力
デ
ー
タ

の
数
値
と
児
童
・
生
徒
の
運
動
習
慣
や
生

活
習
慣
と
の
関
連
性
を
分
析
し
、
傾
向
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
調

査
結
果
の
活
用
方
法
を
研
究
し
、
学
校
単

位
で
傾
向
の
分
析
と
と
も
に
、
運
動
の
楽

し
さ
や
達
成
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
教
材

の
工
夫
な
ど
体
力
向
上
推
進
の
取
り
組
み

に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

家
庭
で
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
に
取

り
組
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

子
ど
も
た
ち
の
体
力
低
下
は
、
現
在
の

状
態
が
進
む
と
、
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に

な
る
こ
ろ
は
、
よ
り
深
刻
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

家
族
か
ら
の
運
動
の
す
す
め
は
、
体
力

向
上
の
一
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
は
、
就
学
前
か
ら
一
緒
に

運
動
遊
び
に
親
し
み
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
ま
た
、
学
校
な
ど
で
元
気
に
体
を
動

か
せ
る
よ
う
、
家
庭
で
の
食
生
活
や
生
活

リ
ズ
ム
な
ど
の
生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
に

も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

【
体
力
・
運
動
能
力
】

小
学
校
で
は
、
昨
年
度
の
調
査
に

比
べ
多
く
の
種
目
で
改
善
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
中
学
校
で
は
、
男
子
は
ほ

と
ん
ど
の
種
目
で
全
国
よ
り
上
回
る

か
ほ
ぼ
同
じ
結
果
で
し
た
。
女
子
は

握
力
が
わ
ず
か
に
上
回
り
ま
し
た
が

5
種
目
は
下
回
り
、
2
種
目
は
わ
ず

か
に
下
回
り
依
然
課
題
が
残
り
ま
し

た
。

調
査
結
果
か
ら
分
か
る
傾
向

週
７
時
間
の
運
動
を
境
に
体
力

差
、
運
動
習
慣
は
家
族
の
す
す

め
か
ら

実
技
調
査
の
体
力
合
計
点
と
運
動

習
慣（
質
問
紙
調
査
）の
調
査
結
果
と

の
関
連
性
を
分
析
す
る
と
次
の
よ
う

な
傾
向
が
分
か
り
ま
し
た
。

①
１
週
間
の
総
運
動
時
間
、
７
時
間

を
境
に
体
力
差
が
生
じ
る
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。（
グ
ラ
フ
１
）

②
運
動
好
き
の
児
童
生
徒
の
体
力
合

計
点
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

③
就
学
前
の
運
動
遊
び
の
頻
度
や
経

験
が
体
力
差
に
影
響
す
る
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。

④
中
学
生
は
、
家
の
人
の
運
動
の
す

す
め
が
よ
く
あ
る
生
徒
の
体
力
が

高
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

調
査
結
果
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
教
育
委
員
会
窓
口
に
て

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

特
集
◎

安
曇
野
の
子
ど
も
た
ち
の
体
力

文
部
科
学
省
の
「
平
成
26
年
度　

全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習

慣
等
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
結
果
か
ら
市
の
子
ど
も
た
ち

の
体
力
や
運
動
能
力
の
状
況
と
体
力
向
上
に
向
け
た
学
校
の
取
り
組

み
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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中２女子の運動時間と体力合計点との
関係（グラフ１）

共通して一週間の総運
動時間７時間を境にし
て差が生じていまし
た。中学２年女子では
その差が顕著でした。

特集◎安曇野の子どもたちの体力

■インタビュー

体力向上検討委員会
本年度、市教育委員会では、小中学校と

幼稚園、市校長会・市教育会から構成する「体
力向上検討委員会」を立ち上げ、昨年度お
よび本年度の調査結果の分析と結果を活用
しての児童・生徒の体力向上・運動習慣の
改善等のため連携を始めています。

体力向上検討委員会

委員長 宮㟢賢治さん
（三郷中学校　教諭）

穂高幼稚園の自由あそびの時間

市全体の体力合計点
の平均点
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特集◎安曇野の子どもたちの体力

穂
高
幼
稚
園
（
園
児
１
２
２
人
）
で
は
、

「
プ
レ
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
」
と
呼
ば
れ

る
就
学
前
後
の
5
歳
か
ら
8
歳
頃
ま
で
の

時
期
に
着
目
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
遊
び

を
通
じ
園
児
の
体
力
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
脳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
が
出
来
上
が
り
、
自
分
の
体
を
思
う

よ
う
に
動
か
せ
る
よ
う
に
な
る
「
ゴ
ー
ル

穂
高
北
小
学
校
（
児
童
数
７
８
７
人
）

で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

体
力
向
上
に
全
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

北
小
サ
ー
キ
ッ
ト
で

日
常
的
に
体
を
動
か
す
習
慣
づ
く
り

穂
高
北
小
学
校
の
代
名
詞
と
な
っ
た

「
北
小
サ
ー
キ
ッ
ト
」。
サ
ー
キ
ッ
ト
コ
ー

ス
（
体
力
づ
く
り
を
す
る
一
定
の
コ
ー

ス
）
を
利
用
し
、
休
み
時
間
に
体
を
動
か

し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
主
体
的
に

日
常
的
に
体
を
動

か
す
習
慣
が
身
に

つ
く
よ
う
、
達
成

度
を
記
録
し
て
が

ん
ば
っ
た
ク
ラ
ス
に
賞
状
を
渡
す
工
夫
も

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
2
学
期
ま
で

に
全
校
の
94
パ
ー
セ
ン
ト
の
子
ど
も
た
ち

が
毎
日
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
そ
う

で
す
。

５
年
間
か
け
て
み
ん
な
で
築
い
て
き
た

「
体
力
づ
く
り
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

穂
高
北
小
の
体
力
づ
く
り
は
、
体
育
の

学
習
に
意
欲
を
持
ち
に
く
い
子
へ
の
支
援

に
目
を
向
け
た
授
業
改
善
か
ら
始
ま
り
、

平
成
24
年
か
ら
「
北
小
サ
ー
キ
ッ
ト
」
を

導
入
し
ま
し
た
。
翌
年
に
は
各
学
年
の
先

生
１
人
ず
つ
で
構
成
さ
れ
た
「
体
力
向
上

委
員
会
」
を
中
心
に
、「
日
常
的
な
体
力

づ
く
り
」
を
全
校
で
進
め
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア

も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
各
学
年
の
先
生
が

子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
手
づ

く
り
し
た
「
学
年
サ
ー
キ
ッ
ト
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

当
初
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
6
学
年
担
任

の
鬼
頭
康
さ
ん
は「
続
け
て
き
た
こ
と
で
、

『
身
体
の
体
力
』だ
け
で
な
く『
心
の
体
力
』

も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
」
と
5
年
間
の
取

り
組
み
の
手
ご
た
え
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

調
査
結
果
の
活
用

子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
に
向
け
調

査
結
果
を
活
用
し
、
次
の
項
目
に
取
り

組
み
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は　
　

①
現
在
の
体
力
向
上
検
討
委
員
会
を

「
体
力
向
上
推
進
委
員
会
」
に
改
め

各
学
校
や
関
係
団
体
な
ど
と
体
力
向

上
・
運
動
習
慣
等
の
改
善
の
た
め
に

さ
ら
に
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

②
調
査
結
果
の
概
要
を
公
表
し
、
家
庭

や
地
域
と
の
協
力
を
依
頼
し
て
い
き

ま
す
。

学
校
で
は

①
自
校
の
調
査
結
果
や
体
力
の
概
要
を

保
護
者
に
報
告
し
、
運
動
実
施
時
間

が
少
な
い
児
童
・
生
徒
の
実
態
を
把

握
し
改
善
に 

取
り
組
み
ま
す
。

②
学
校
全
体
で
実
態
把
握
と
体
力
向
上

の
目
標
を
定
め
、
体
力
向
上
プ
ラ
ン

に
反
映
さ
せ
取
り
組
み
ま
す
。

③
教
員
同
士
で
体
力
向
上
に
向
け
た
取

組
み
や
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
な

ど
を
検
討
し
推
進
し
ま
す
。

④
中
学
校
区
単
位
で
学
校
間
の
連
携
を

進
め
、
体
力
・
健
康
・
運
動
能
力
向

上
や
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
取
り

組
み
を
し
ま
す
。

問
教
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

62
・
０
１
２
３ 

62
・
５
７
２
１

取
り
組
み
事
例
紹
介
①

全
校
で
体
力
づ
く
り

全
校
で
体
力
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る

穂
高
北
小
学
校
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

黒板に書かれたその
日の記録

北小サーキットに取り組む児童
（３学年）「自由遊び」の時間で

遊ぶ園児

「じゃんけん陣取り」遊び

掲示板で各学年のサーキット
メニューを全校に知らせてい
ます。

●インタビュー
　穂高北小では児童会でも主体的に体力づくりに取り組んでいま
す。６年生に「北小サーキット」について感想を聞きました。

児童会長

 勝野直
なお

くん（左）
自分たち自身が中心に
なって取り組むので、
学校全体がまとまって
いると感じます。

副運動委員長

曽根原瑠
る か

佳くん（中）
学校のたくさんの人と
交流しながらできるの
が楽しいです。

運動委員長

近藤太
たいよう

洋くん（右）
今まで外に出なかった
友だちも外で体を動か
すようになりました。

取
り
組
み
事
例
紹
介
②

就
学
前
の
遊
び
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
体
を
自
由
に
動
か
す
力
を

伸
ば
す
穂
高
幼
稚
園
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

●昔からあった遊びの運動効果
「鬼ごっこ」

全身の筋肉を使い、どんな動きにも対応できる体をつくりま
す。また、体力もついてきます。

「だるまさんがころんだ」
急な動きの変化で筋肉を使い、バランス感覚を養います。

「おしくらまんじゅう」・「相撲」
押し合うことで全身の筋肉を使い、脳のネットワークづくりや
スキンシップによる脳への効果も期待できます。

●家庭でできる取り組み

　子どもだけでは外で体を動かし遊ぶことは難しくなっています。家庭での日常生活の中から、子ど
もたちの体力・運動能力が向上することも大切になってきます。次のことに取り組んでみませんか。

１ 親子のふれあい
　 を持つ
子どもと一緒に遊び、ふ
れあい、体を動かすこと
が楽しいと感じさせる。

２ 家事を一緒に行う

腕の支持力などを鍛え
るとされるぞうきん掛
けなど、体を動かす家
事を一緒に行う。

３ 祖父母から学ぶ

竹馬やコマ遊び、お手
玉など体を使う昔の遊
びを学び、一緒に遊ぶ。

４ 運動が好きになる
　 よう促す
体を使って一緒に遊び、
出来たことをほめたりし
て運動が好きになるよう
促す。

デ
ン
エ
イ
ジ
」（
9
歳
か
ら
12
歳
ま
で
）

の
前
段
階
で
、
体
を
動
か
す
力
を
伸
ば
す

時
期
に
あ
た
り
ま
す
。

昔
か
ら
あ
っ
た
遊
び
を
取
り
入
れ
、

自
由
に
動
か
せ
る
体
づ
く
り

毎
日
行
わ
れ
て
い
る
「
自
由
遊
び
」
の

時
間
。
園
児
た
ち
は
外
で
体
を
動
か
し
ま

す
。
穂
高
幼
稚
園
で
は
昔
か
ら
あ
る
遊
び

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。園
児
た
ち
は「
鬼

ご
っ
こ
」
や
「
だ
る
ま
さ
ん
こ
ろ
ん
だ
」

な
ど
の
遊
び
を
通
じ
、
全
身
の
筋
肉
を
鍛

え
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
な
ど
を
自
然
に
養
い

ま
す
。

ま
た
、
園
で
は
専
門
家
を
呼
び
、
懸
垂
、

跳
躍
、
体
を
支
え
る
と
い
っ
た
体
を
動
か

す
の
に
必
要
な
基
本
的
な
力
を
身
に
つ
け

る
運
動
遊
び
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

運
動
は
楽
し
い
と
思
わ
せ
る

養
護
助
教
諭
の
鳥
屋
千
穂
さ
ん
は
「
就

学
前
の
時
期
は
、
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
遊
び
の
中
か
ら
運
動
は
楽
し

い
と
思
わ
せ
、
動
け
る
体
を
育
て
る
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
ま
た
、
家

庭
で
も
親
子
で
一
緒
に
遊
び
楽
し
む
経
験

が
「
子
ど
も
の
脳
に
心
地
良
い
と
思
わ

せ
、
運
動
嫌
い
に
さ
せ
な
い
コ
ツ
に
な
り

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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 アナログ方式 デジタル方式 デ
ジ
タ
ル
同
報
系

防
災
行
政
無
線
が
開
局

市
民
の
皆
さ
ん
に
災
害
情
報
な
ど

を
迅
速
に
伝
達
す
る
た
め
、
平

成
25
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
同

報
系
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
工

事
が
完
了
し
、
新
本
庁
舎
で
の
業
務
開

始
と
併
せ
て
5
月
7
日
か
ら
運
用
を
始

め
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、旧
5
町
村
で
整
備
し
、

5
地
域
ご
と
別
々
に
放
送
を
行
っ
て
い

る
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
方
式
の
同
報
系
防

災
行
政
無
線
は
、
平
成
28
年
3
月
末
で

廃
止
に
な
り
、
各
世
帯
に
配
布
し
て
い

る
屋
内
戸
別
受
信
機
で
の
放
送
は
終
了

し
ま
す
。

平
成
27
年
度
中
は
、
左
ペ
ー
ジ
図
１

に
示
す
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ

の
2
つ
の
方
式
で
放
送
し
ま
す
。

地
域
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

平
成
28
年
4
月
1
日
以
降
、
各
世
帯

に
配
布
し
た
屋
内
戸
別
受
信
機
は
回
収

し
ま
す
。
回
収
方
法
な
ど
詳
細
は
、
広

報
あ
づ
み
の
な
ど
で
あ
ら
た
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝
達
手
段
か
ら

防
災
・
災
害
情
報
を
発
信

市
で
は
災
害
に
備
え
、
防
災
行
政
無

線
の
ほ
か
、
あ
づ
み
野
テ
レ
ビ
㈱
、
あ

づ
み
野
エ
フ
エ
ム
放
送
㈱
と
の
災
害
協

定
の
締
結
、
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

●
デ
ジ
タ
ル
方
式

緊
急
性
が
高
い
防
災
・
災
害
情

報
を
放
送

デ
ジ
タ
ル
方
式
で
は
、
新
た
に
市
内

全
域
２
３
６
カ
所
に
設
置
し
た
屋
外
拡

声
子
局
（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
か
ら
緊

急
性
の
高
い
防
災
・
災
害
情
報
を
放
送

し
ま
す
。

屋
内
戸
別
受
信
機
は
、
全
世
帯
に
配

布
せ
ず
、
避
難
施
設
等
の
行
政
施
設
、

各
地
区
の
公
民
館
、
防
災
関
連
施
設
等

に
２
５
０
台
を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
い
る
世
帯
や

高
齢
者
の
一
人
世
帯
な
ど
を
対
象
に
希

望
者
に
無
償
で
貸
し
出
し
す
る
予
定
で

す
。ま

た
、
放
送
を
聞
き
逃
し
た
場
合
な

ど
に
放
送
内
容
を
確
認
で
き
る
よ
う
、

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
情
報
伝
達
手
段
を
使

い
、
防
災
・
災
害
情
報
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
迅
速
に
お
伝
え
す
る
よ
う
今
後
も

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
放
送
と
整

備
に
関
す
る
こ
と

問
堀
金
支
所
内
危
機
管
理
課

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９

ア
ナ
ロ
グ
防
災
行
政
無
線
の
放
送
に
関

す
る
こ
と

問
本
庁
舎
内
秘
書
広
報
課

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０

市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
文
字

配
信
、
専
用
電
話
（
自
動
音
声
）
に
よ

る
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
新
た
に
始
め

ま
す
。

●
ア
ナ
ロ
グ
方
式

一
般
情
報
・
告
別
式
放
送
は

来
年
３
月
末
で
終
了

ア
ナ
ロ
グ
方
式
で
は
、
27
年
度
中
は

屋
内
戸
別
受
信
機
か
ら
の
放
送
の
み
と

し
、
火
災
発
生
や
農
事
情
報
、
告
別
式
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
放
送
は
、
平
成
28
年

3
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

各
世
帯
に
配
布
し
た
ア
ナ
ロ
グ
方
式

の
屋
内
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
中
は
、
希
望
す
る
転
入
者
へ

の
配
布
、
市
内
転
居
し
た
場
合
や
修
理

の
際
の
交
換
を
危
機
管
理
課
、
各
支
所

　

平
成
25
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
、
デ
ジ

タ
ル
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
工
事
が
完
了
し
、

５
月
に
開
局
し
ま
す
。
開
局
に
伴
う
放
送
内
容
な

ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

5
月
7
日
か
ら

  

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で

  

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら

各家庭にある
アナログ式
戸別受信機での
放送は来年３月
末で終了します

◎デジタル同報系防災行政無線が開局

● 27 年度中の放送内容等（図１）

●万一の災害に備えて
市では、万一の災害に備え、次の情報伝達手段から

防災・災害情報を発信します。

１　市メール配信サービス
災害・緊急情報などを携帯電話や　
パソコン等にメール配信します。
※要事前登録、次のアドレスに空メール

を送って登録してください。
ipan@info.city.azumino.nagano.jp

２　市ホームページ・ツイッター
災害・緊急情報などを掲載します。
URL http://www.city.azumino.nagano.jp/
ツイッターアカウント　Azumino_city

３　緊急エリアメール
携帯電話会社から災害情報などを配信しています。

４　災害情報共有システム（Ｌアラート）
（旧名称：公共情報コモンズ）

市からテレビやラジオなどの報道媒体や携帯電話会
社などへ災害・緊急情報等を配信・提供します。

放送終了
（平成 28 年３月 31 日）

※ 27 年度中の一般放送は、原則全市一括
で放送します。放送内容は、市民対象の
公共性・公益性のあるものとします。

※広報紙や区等の回覧文書に掲載、また、
個別に通知する内容は、原則として放送
しません。

放送機器
①屋内戸別受信機（市内各世帯）
放送内容
緊急放送：防災・災害情報、行方不明者、

行事の中止、農事情報、詐欺な
どの消費者情報、有害鳥獣出没
情報など

定時放送：行政情報、告別式

放送機器
①屋外スピーカー（市内 236 カ所）
②屋内戸別受信機（市内 250 カ所）
放送内容
緊急放送：防災・災害情報、行方不明

者、詐欺などの消費者情報、
有害鳥獣出没情報など

（放送例）

気象庁の特別警報・災害情報、J アラ

ート、特殊詐欺被害注意喚起など

※火災発生・鎮火放送は原則流しませ
ん。

※毎日、正午に試験放送（チャイム）
をします。
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
災
害
・
非
常
時
に
備
え
４
ト
ン
級
給
水
車
を
購
入

■
公
平
な
徴
収
に
向
け
て 

市
主
催
で
合
同
公
売
会
を
開
催

市
で
は
、
災
害
や
非
常
時
の
給
水

活
動
等
に
備
え
て
、
給
水
車
1
台
を

新
た
に
購
入
し
、
2
月
13
日
に
納
車

式
を
本
庁
舎
前
で
行
い
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
「
日
々
の
訓
練
と
機

器
の
整
備
に
努
め
、
災
害
時
に
は
迅

速
に
行
動
で
き
る
よ
う
備
え
て
ほ
し

い
」
と
職
員
に
訓
示
し
ま
し
た
。

購
入
し
た
車
両
は
、
4
ト
ン
級
の

架
装
式
（
タ
ン
ク
を
車
体
に
取
り
付

市
で
は
、
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

か
ら
差
し
押
さ
え
た
動
産
を
公
売

し
、
公
平
な
徴
収
を
推
進
す
る
た
め

「
差
押
財
産
合
同
公
売
会
」
を
2
月

22
日
、
三
郷
文
化
公
園
体
育
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

合
同
公
売
会
に
は
、
家
具
や
工

具
、
美
術
品
な
ど
１
３
１
点
が
出
品

さ
れ
、
見
積
も
り
価
額
以
上
で
最
高

値
を
つ
け
た
人
が
落
札
す
る
入
札
方

式
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

け
た
）
給
水
車
で
、
タ
ン
ク
容
量
３

６
０
０
リ
ッ
ト
ル
、
送
水
量
毎
分
３

２
０
リ
ッ
ト
ル
で
地
上
25
メ
ー
ト
ル

ま
で
給
水
可
能
な
ポ
ン
プ
を
備
え
、

高
架
水
槽
や
、
道
路
か
ら
離
れ
た
場

所
へ
も
給
水
活
動
が
行
え
ま
す
。
購

入
金
額
は
１
１
３
８
万
５
０
０
０
円

で
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
東
日
本
大
震

災
時
の
被
災
地
へ
の
給
水
活
動
支
援

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
県
な
ど
が
実

施
す
る
合
同
公
売
会
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
初
め
て
市
主
催
で

合
同
公
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
公

売
会
に
は
、
県
松
本
地
方
事
務
所
や

大
町
市
、
塩
尻
市
な
ど
7
団
体
も
参

加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
市
民
な
ど
56
人
が
入
札

に
参
加
。
90
品
、
31
万
４
８
８
９
円

分
の
動
産
が
落
札
さ
れ
ま
し
た
。
市

で
は
、
今
後
も
税
の
公
平
性
と
税
収

の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

に
は
ト
ラ
ッ
ク
に
給
水
タ
ン
ク
を
積

み
出
動
し
た
ほ
か
、
昨
年
の
県
神
城

断
層
地
震
被
災
地
な
ど
で
は
、
2
ト

ン
級
の
架
装
式
給
水
車
が
出
動
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
給
水
能
力
や
車
両

台
数
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
か
ら
購

入
し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
車
両
購
入
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
よ
り
迅
速
な
給
水
活
動
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

配置した架装式給水車

合同公売会に出品された差し押さえ動産

部　署　名 業務内容 新本庁舎フロア 連絡先 現在の庁舎

総務部

総務管理課
行政の総合案内や条例、規則
等に関する事務、および検査
に関する事務

２階南側　⑦番窓口

471・2000
671・5155

本庁舎
〒 399-8205
豊科 4932 番地 46

人権男女共同参画課 人権施策や男女共同参画に関
する業務 ２階南側　⑧番窓口

職員課 職員の人事、給与、服務、研
修に関する事務 ２階南側　⑨番窓口

政策部

秘書広報課 秘書に関することや広報活動
の企画および調整事務 ２階西側 471・2000

671・5000

政策経営課 行政施策や企画立案、友好都
市・国際交流に関する事務 ２階南側　⑩番窓口 471・2000

671・5155

県安曇野庁舎
〒 399-8205
豊科 4960 番地 1

市
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
公
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

安
曇
野
市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
（
せ

り
売
り
）

uhttp://koubai.auctions.yahoo.
co.jp/nan_azum

ino_city

４月から新本庁舎へ一部業務が移転します
新本庁舎の完成に伴い、市では 5 月 7 日からの業務開始に向けて準備を進めています。このうち現在の本

庁舎と県安曇野庁舎にある下記の本庁部局については、4 月 1 日から新本庁舎 2 階に移転し業務を開始します。
5 月の全庁業務開始までは、市民の皆さまにはご不便をお掛けしますが、ご理解をお願いします。

問本庁舎内庁舎建設推進課 471・2000 ㈹ 671・5000

新本庁舎に移る部署　（新本庁舎住所：〒 399-8205　安曇野市豊科 6000 番地）

新本庁舎の場所 新本庁舎２階フロア図

豊
科
駅

国
道
１
４
７
号

至松本

至穂高

新田

見岳町

寺所

防災広場 寺所北

至
堀
金

至 

安
曇
野
Ｉ
Ｃ

安曇野市新本庁舎

安曇野赤
十字病院

豊科近代美術館

豊科交流学習センターきぼう

防災広場

９ ８ ７
総務管理課
人権男女共同参画課
職員課
政策経営課

７８９
秘書

広報課

各課へは新本庁舎東口をご利用ください。市庁舎の休日開放等は、５月７日以降になります。

全国で活躍！安曇野の子どもたち

全国大会への出場を前に、宮澤市長を表敬訪問した三郷中
卓球部の皆さんを紹介します。（敬称略）
平成 27 年 2 月 23 日

第 16 回全国中学選抜卓球大会（埼玉県所沢市）

草深翔太郎、牛丸拓也、石曽根聖
たかし

、石井孝
よしたか

高、椙
すぎうら

浦敏
と し き

輝、浦
沢宗

と し き

季、溝
み ぞ べ

邊早
は や と

人、篠塚大
た い が

河（三郷中）

表敬
訪問
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穂高有明に屋外展示されている市所有の D51 型蒸気
機関車（通称・デゴイチ）移設作業が 2 月 13 日から 3
日間の日程で行われました。

今回の移設は、展示場所として市が借用している民
有地に太陽光発電施設が建つため、現在の場所から北
東へ、約 70 メートルの場所へ車両を移動するものです。
作業は、クレーンを使わず、移動用に仮のレールを敷
き、車両を重機で引くことを何度か繰り返す、全国的
に珍しい方法で行われました。初日となった 2 月 13 日
には、レールの上を 5 分ほどかけて重機で車両を引き、
約 50 メートル移動させました。

車両は、全長 20㍍、重さ 125㌧で昭和 15 年から昭和
51 年まで使われ、旧穂高町が旧国鉄から無償譲渡を受
け、現在の場所に展示したものです。

車両の保存活動を行っている「D51483 保存会」会
長の野中由紀子さんは「デゴイチの存在を多くの人に
知ってもらい、親しんでもらえばうれしい」と話しま
した。

豊科南穂高のあづみ野ガラス工房で、3 月
で同工房を巣立つ若手作家の卒房展が 2 月 28
日から 3 月 9 日まで行われました。本年は、
髙橋漠

ばく

さんと宮本崇
た か き

輝さんの 2 人がこれまで
制作したグラスなど吹きガラス約 100 点を展
示。髙橋さんは「使う人のことなどいろいろ
考えて制作するようになった」と工房での 5
年間を振り返り、宮本さんは「海外でさらに
勉強したい」と次の目標を話してくれました。
同工房には、髙橋さんら多摩美術大学でガラ
ス工芸を専攻した若手作家が 5 年間所属し、
制作の傍ら工房運営もし、独立に備え研さん
を積んでいます。

第 9 回安曇野文化講演会（教育委員会主催）
が 2 月 14 日、豊科交流学習センター「きぼう」
多目的交流ホールで開催されました。市内で
薪能が上演されていることから、本年度は葛
西聖司さん（元 NHK アナウンサー、古典芸
能解説者）が「能の見どころ聞きどころ」と
題して講演し、約 150 人が聴講しました。

葛西さんは、ステージを降り、終始客席を
回りながら「１回の舞台ですべてを理解しよ
うとせず、静けさやその場の空気も楽しんで
ほしい」と話しました。

聴講した山田きよさん（豊科）は「女学校の
謝恩会で能を見ました。講演を聞いて、また
見たくなりました」と話しました。

2/13　屋外展示・蒸気機関車D51移設作業

2/28　あづみ野ガラス工房卒房展

2/14　葛西聖司さん講演会

デゴイチ　約40年ぶりにレールを走る

工房での５年間を振り返り

能の魅力は堅苦しさにあり

市のつながりひろがる地域づくり事業の
成果発表会が 2 月 28 日、市民活動センター

「くるりん広場」で開かれました。この日は、
市民など約 30 人が参加。本年度、事業の補
助を受けた 27 の市民活動団体の中から 5 団
体が活動成果を発表しました。発表後は、
参加者が車座になり、各団体で抱える課題
やその解決方法などを出しながら地域活動
のあり方について意見交換しました。

　市内産のリンゴを使用したアップルパイ
のレシピを競う「アップルパイコンテスト」

（市主催）の最終審査会が 2 月 15 日、豊科
保健センターで行われました。この日は、
安曇野調理師会、安曇野菓子製造組合の代
表者が審査。次の 5 作品が選ばれました。
入賞作品は、今後、店舗での提供や土産用
に商品化を検討していきます。

【入賞者】（敬称略）
最優秀賞「安曇野がいっパイ♪」本多斉恵（埼玉県
蕨市）、優秀賞「アップル白鳥姫」野溝理恵（安曇
野市）、優良賞「あっぷるぱい！おいしいってぃ～」
渡辺葵（愛知県立佐屋高校）、審査員特別賞「魚パイ」
原山夏実（未来ビジネス専門学校）、「あずみ野リン
ゴの手包みパイ」武田英子（安曇野市）

市消防団（寺
てらはた

畑佳
よ し じ

司団長）による「吹奏楽と消防ラッ
パのコンサート」が 2 月 22 日、堀金総合体育館で開
催されました。

この日のコンサートには約 430 人が来場。子どもか
ら大人まで楽しめる曲目が次々と演奏され、迫力ある
ラッパと繊細な吹奏楽の共演に大きな拍手が送られて
いました。家族と訪れた有賀聖

せ い ま

真くん（三郷温）は「好
きな曲を聴くことができて楽しい」と笑顔で話してい
ました。

市消防団音楽喇叭隊は、吹奏楽の音楽部と消防ラッ
パの喇叭部で構成。演奏活動を通じて、消防団員の士
気高揚を図るとともに、消防団主催の行事や地域のイ
ベントなどで、防火・防災の予防啓発活動を行ってい
ます。

市消防団への入団を希望する人は堀金支所内危機管
理課（472・6769）またはお住まいの地域の消防団員
までお申し込みください。

2/28　つながりひろがる地域づくり事業成果発表会

2/15　安曇野産リンゴを使ったアップルパイコンテスト

2/22　市消防団音楽喇
らっぱ

叭隊コンサート

地域活動のあり方を話し合う

安曇野をアップルパイに詰め込んで

響く　防火・防災の音色
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誰
で
も
簡
単
に
、
楽
し
く
踊
れ
る
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
毎
回
、
数
曲
紹
介
し

ま
す
。途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
。

●
日
程　

4
月
17
日
・
24
日
・
5
月
1

日
・
8
日
・
15
日
・
29
日
・
6
月
5

日
・
12
日
・
19
日
・
26
日

※
毎
週
金
曜
日

●
時
間　

午
後
7
時
～
9
時

●
場
所　

穂
高
会
館　

講
堂

●
講
師　

日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟

公
認
指
導
者　

清
水
均
さ
ん
、
清
水

晴
子
さ
ん

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

１
回
２
０
０
円

●
持
ち
物
等　

運
動
の
で
き
る
服
装
・

シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

3
月
27
日
（
金
）
か
ら

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
平

日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

素
朴
で
温
か
み
が
あ
り
、
世
界
で
一

つ
だ
け
の
「
ひ
な
人
形
」
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

●
日
時　

3
月
29
日
（
日
） 

午
前
9
時

～
（
2
～
3
時
間
程
度
）

●
場
所　

穂
高
陶
芸
会
館

●
講
師　

嶋
田
好
貴
さ
ん

●
対
象　

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

●
定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

大
人
１
０
０
０
円
、
子
ど

も
８
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

●
申
し
込
み　

3
月
18
日
（
水
）
午
前

9
時
か
ら
、
穂
高
陶
芸
会
館
へ
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

自
分
で
作
っ
た
紙
飛
行
機
を
空
高
く

飛
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

競
技
大
会

●
日
時　

4
月
12
日
（
日
）
午
前
8
時

～
午
後
2
時
（
雨
天
の
場
合
は
、
4

月
19
日
に
順
延
）

●
場
所　

豊
科
南
部
総
合
公
園

●
費
用　

15
歳
以
上 

１
０
０
０
円
、　

15
歳
未
満 
５
０
０
円

紙
飛
行
機
教
室

競
技
大
会
に
初
め
て
参
加
す
る
皆

さ
ん
に
お
勧
め
し
ま
す
。

●
日
時　

4
月
11
日
（
土
）
午
前
9
時

～
午
後
0
時
30
分

（
午
前
11
時
頃
か
ら
初
心
者
向
け
の

競
技
会
を
開
催
し
ま
す
）

●
場
所　

豊
科
南
社
会
体
育
館

●
費
用　

５
０
０
円
（
教
材
費
、
競
技

会
へ
の
参
加
費
を
含
む
）

●
申
し
込
み　

競
技
大
会
、
教
室
と
も

不
要

い
。（
毎
週
月
曜
日
は
休
館
）

●
そ
の
他　

作
品
は
、
約
１
カ
月
後
に

焼
き
上
が
り
ま
す
の
で
、
受
け
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

白
鳥
が
飛
来
し
て
か
ら
30
年
間
を
写

真
で
振
り
返
り
ま
す
。
懐
か
し
い
写
真

と
、
最
新
シ
ー
ズ
ン
の
写
真
を
あ
わ
せ

て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

4
月
4
日
（
土
）
～
5
月
24

日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

2
階
展
示
室

●
入
館
料　

大
人
１
０
０
（
80
）
円

（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

百
楽
桜
ま
つ
り

記
念
館
前
に
田
淵
行
男
が
遺の
こ

し
た

「
一い
ち
ざ
ん
ひ
ゃ
く
ら
く

山
百
楽
」
と
い
う
言
葉
に
ち
な
ん

で
命
名
さ
れ
た
「
百
楽
桜
」
と
い
う
桜

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
桜
の
開
花
時
期
に

合
わ
せ
て
記
念
館
の
ワ
サ
ビ
田
テ
ラ
ス

に
て
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

当
日
に
限
り
入
館
料
無
料
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

4
月
11
日
（
土
） 

正
午
～
午

後
3
時

大
西
浩
次
さ
ん
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

大
西
さ
ん
の
「
天
空
の
樹
」
写
真
展

を
4
月
19
日
（
日
）
ま
で
開
催
中
で
す
。

大
西
さ
ん
を
講
師
に
、
講
演
会
と
観
望

会
を
行
い
ま
す
。

●
開
催
日　

3
月
28
日
（
土
）

講
演
会「
星
景
写
真
撮
影
の
ポ
イ
ン
ト
」

●
時
間　

午
後
3
時
30
分
～
5
時　

●
場
所　

記
念
館
地
階
展
示
室

観
望
会
「
月
と
星
の
観
測
会
」

●
時
間　

午
後
7
時
～
8
時
30
分

●
場
所　

記
念
館
駐
車
場
集
合

●
持
ち
物　

懐
中
電
灯
、
防
寒
着
な
ど

※
雨
天
の
場
合
は
館
内
で
講
演
会
を
開

催
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

信
州
大
学
人
文
学
部
が
市
と
の
連
携

協
定
に
よ
り
行
っ
て
い
る
委
託
研
究
の

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
26
日
（
木
）
午
後
7
時

～
9
時

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
報
告
内
容　
「
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
・
プ
レ
大
会
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
」
講
師　

岡
本

卓
也
さ
ん
（
信
州
大
学
人
文
学
部
准

教
授
）

「
安
曇
野
観
光
に
お
け
る
情
報
資
源

に
関
す
る
実
態
に
つ
い
て
」
▽
「
観

光
動
機
と
観
光
情
報
の
活
用
」
講
師

岡
本
卓
也
さ
ん
（
信
州
大
学
人
文
学

部
准
教
授
）
▽
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
観
光
情
報
の
発
信
」
講

師　

佐
藤
広
英
さ
ん
（
信
州
大
学
人

文
学
部
准
教
授
）

●
入
場
料　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

上う
え
は
ら原
古
墳

（
穂
高
・
上
原
地
区
）

穂
高
地
域
に
は
約
80
基
の
古
墳
が
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が
北
ア

ル
プ
ス
山
麓
の
沢
筋
に
分
布
し
て
い
る
の
に

対
し
、
上
原
古
墳
は
、
周
囲
を
田
ん
ぼ
に
囲

ま
れ
た
烏
川
扇
状
地
扇
央
に
あ
る
珍
し
い
古

墳
で
す
。

昭
和
５
年
、
農
地
整
備
の
折
に
大
き
な
石

（
古
墳
石
室
の
天
井
石
）
が
出
土
し
た
こ
と

を
契
機
に
、
古
墳
に
違
い
な
い
と
、
猿
田
文

紀
さ
ん
が
中
心
と
な
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
石
室
内
か
ら
、
表
面

に
金
が
施
さ
れ
た
馬
具
、
直
刀
、
メ
ノ
ウ
・

ヒ
ス
イ
・
水
晶
製
の
勾ま

が
た
ま玉
や
管く
だ
た
ま玉
等
の
玉
類
、

金
の
耳
飾
り
、
須す

え

き
恵
器
と
呼
ば
れ
る
焼
き
物

の
破
片
な
ど
が
多
数
出
土
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
８
年
か
ら
始
ま
っ
た
ほ
場

整
備
に
伴
い
、
古
墳
の
再
調
査
が
行
わ
れ
、

上
原
古
墳
は
河
川
の
氾
濫
で
運
ば
れ
た
土
砂

で
２
㍍
近
く
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
古
墳
公
園
と
し
て
、
築
造
当
時

の
姿
を
観
察
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
て
い
ま

す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
38

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

上原古墳

ためして安曇野検定 クイズ

Ｑ Ｕ Ｉ Ｚ № 15

問題１　安曇野市には、木材生産の盛ん
な「北沢美林」と呼ばれる山林があり
ます。この山林は、どの地域にあるで
しょうか。

①穂高地域　　　②三郷地域
③堀金地域　　　④明科地域

問題２　豊科地域の成相・新田２地区で
催される初市（飴市）の際に行われる
珍しい伝統行事がありますが、それは
何という行事でしょうか。

①えびす様おっころがし
②福俵曳き
③福だるま担ぎ
④道祖神担ぎ

問題３　昭和 40 年頃から、穂高地域の
西側の山麓に広がる森林の中に、主に
都会に住む大学教授や医師、作家らが
利用するための別荘地が開発され始め
ました。この別荘地を何というでしょ
うか。

①学者村　　　　②教授村
③保養村　　　　④休暇村

問題４　下の写真は、安曇野市内にある
建物の写真です。次のうち、この建物
に最も関わりの深い人物は誰でしょう
か。

①臼井吉見　　　②多田加助
③井口喜源治　　④熊井啓

答えは 16 ページ

安
曇
野
紙
ヒ
コ
ー
キ
競
技
大
会

飯
沼
飛
行
士
記
念
大
会

大
会
事
務
局
・
文
化
課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

春
の
親
子
陶
芸
教
室

穂
高
陶
芸
会
館

 

82
・
６
７
５
０

田
淵
行
男
記
念
館
の
催
し

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

穂
高
公
民
館
講
座

初
心
者
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

穂
高
公
民
館
内
地
域
課
地
域
担
当

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

豊
科
郷
土
博
物
館

第
31
回
白
鳥
写
真
展

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

信
州
大
学
人
文
学
部
委
託
研
究
報
告
会

地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２

信州安曇野ハーフマラソン・プ
レ大会ボランティアの皆さんの
アンケートをまとめました

生涯学習課社会教育担当（462・4565）
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Public  Library

図書館

平成 27年度安曇野市図書館カレンダー（前期）

は休館日　　　　※祝日は開館します。

●中央図書館

tel 84-0111

●豊科図書館

tel 71-4022

●三郷図書館

tel 76-3078

●堀金図書館

tel 72-5796

●明科図書館

tel 62-1122

4

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 26 27 28 29 30 26 27 28 29 30 26 27 28 29 30 26 27 28 29 30

5

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

3 4 5 6 7 8 9 3 4 5 6 7 8 9 3 4 5 6 7 8 9 3 4 5 6 7 8 9 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16 10 11 12 13 14 15 16 10 11 12 13 14 15 16 10 11 12 13 14 15 16 10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23 17 18 19 20 21 22 23 17 18 19 20 21 22 23 17 18 19 20 21 22 23 17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30
31 31 31 31 31

6

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 28 29 30 28 29 30 28 29 30 28 29 30

7

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 26 27 28 29 30 31 26 27 28 29 30 31 26 27 28 29 30 31 26 27 28 29 30 31

8

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 1 1 1 1

2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29 23 24 25 26 27 28 29 23 24 25 26 27 28 29 23 24 25 26 27 28 29 23 24 25 26 27 28 29
30 31 30 31 30 31 30 31 30 31

9

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12 6 7 8 9 10 11 12 6 7 8 9 10 11 12 6 7 8 9 10 11 12 6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19 13 14 15 16 17 18 19 13 14 15 16 17 18 19 13 14 15 16 17 18 19 13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 27 28 29 30 27 28 29 30 27 28 29 30 27 28 29 30

開館時間

館　名 月曜日～金曜日 土曜日・日曜日・祝日

中央図書館 午前９時～午後 8 時 午前９時～午後６時

豊科・三郷・堀金・明科図書館 午前 10 時～午後 6 時

♦♦♦三郷図書館、仮移転します♦♦♦
　三郷公民館の改修および耐震補強工事のため、4 月１日から 6 月 30 日まで休館し、三郷文化公園体育館ラウンジの一角
を仮移転先として 7 月 1 日（水）からオープンします。
　仮移転に伴い、次の点について、利用者の皆様のご理解とご協力をお願いします。
●休 館 期 間　4 月 1 日（水）～ 6 月 30 日（火）
●図書の返却　4 月中は現三郷図書館で可能です。以降は返却ポスト・市内各図書館へ返却してください。
●ネット予約　三郷図書館所蔵の本の予約・延長および三郷図書館での受取指定はできません。

《
と
し
ょ
か
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
》

●
内
容　

書
架
へ
の
本
の
返
却
・
整
理
、

図
書
の
修
理
、ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
や
ラ

ベ
ル
貼
り
、利
用
者
案
内
、清
掃
な
ど

●
活
動
時
間　

図
書
館
の
開
館
時
間
帯

お
よ
び
館
内
整
理
日
の
午
後

●
参
加
条
件　

2
時
間
程
度
の
研
修
が

あ
り
ま
す
。

《
お
は
な
し
サ
ポ
ー
タ
ー
》

●
内
容　

毎
週
水
曜
日
に
開
催
す
る
乳

幼
児
向
け
の
お
は
な
し
会（
約
30
分
）

で
、
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

を
行
い
ま
す
。（
月
１
回
程
度
）

●
活
動
時
間　

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時

10
分
～
11
時
ご
ろ

●
参
加
条
件　

図
書
館
が
主
催
す
る
研

修
会
に
参
加
す
る
こ
と
。
通
年
で
読

み
聞
か
せ
に
参
加
で
き
る
人
。

●
対
象
者
（
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
共
通
）

図
書
館
の
仕
事
に
関
心
が
あ
り
、
市

在
住
の
18
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
不

可
）
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
募
集
期
間　

4
月
15
日
（
水
）
ま
で

●
申
し
込
み　

中
央
図
書
館
窓
口
に
設

置
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。）

□
東
洋
古
典
読
書
会　

古
典
文
学
の
原

文
を
中
心
に
読
み
合
わ
せ
を
し
な
が

ら
内
容
を
解
釈
し
ま
す
。

●
年
会
費　

１
５
０
０
円

●
毎
月
第
2
火
曜
日　

午
前
10
時
～

□
西
洋
古
典
読
書
会　

聖
書
の
解
説
を

受
け
、
読
み
合
わ
せ
や
会
員
相
互
の

交
流
を
深
め
ま
す
。

●
年
会
費　

８
０
０
０
円

●
毎
月
第
4
木
曜
日　

午
後
1
時
30
分

□
宮
沢
賢
治
読
書
会　

童
話
や
詩
・
絵

な
ど
が
今
で
も
親
し
ま
れ
て
い
る
作

品
を
楽
し
く
読
み
、
研
究
し
ま
す
。

●
会
費　

無
料

●
毎
月
第
１
木
曜
日　

午
前
10
時
～

□
児
童
文
学
を
読
む
会　

１
冊
の
本
か

ら
自
分
と
異
な
っ
た
解
釈
、
感
想
を

聞
き
新
し
い
自
分
を
見
つ
け
ま
す
。

●
会
費　

無
料

●
毎
月
第
3
水
曜
日　

午
前
10
時
～

※
会
場
は
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
で
す
。
電
話
で
図
書
館

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

人
づ
き
あ
い
が
苦
手
な
冬
子
は
、
人
間

関
係
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
職
場
を
辞

め
、
自
宅
で
フ
リ
ー
の
校
閲
者
と
し
て
働

い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
彼
女
は
、
些さ
さ
い細
な

き
っ
か
け
で
行
く
こ
と
を
決
意
し
た
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
三み

つ
づ
か束
さ
ん
と
い
う
男

性
に
出
会
い
、
徐
々
に
惹
か
れ
て
い
き
ま

す
。
唯
一
と
も
言
え
る
冬
子
の
習
慣
は
、

誕
生
日
の
真
夜
中
に
散
歩
す
る
こ
と
。

「
光
」
の
話
を
通
し
て
冬
子
と
三
束
さ

ん
の
距
離
が
少
し
づ
つ
近
づ
い
て
い
く
の

で
す
が
、
こ
の
光
の
表
現
を
は
じ
め
、
す

べ
て
の
表
現
が
と
て
も
美
し
い
本
で
す
。

ま
た
、
ひ
ら
が
な
が
多
用
さ
れ
て
い
る
た

め
、
や
わ
ら
か
く
て
繊
細
な
文
章
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

私
が
特
に
好
き
な
の
は
、「
光
の
イ
メ

ー
ジ
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
三
束
さ
ん

が
贈
っ
た
Ｃ
Ｄ
を
冬
子
が
聞
く
場
面
で

す
。
シ
ョ
パ
ン
の
子
守
唄
。
ぜ
ひ
、
こ
の

曲
を
聞
き
な
が
ら
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い

一
冊
で
す
。

お
す
す
め
の
一
冊

す
べ
て
真
夜
中
の
恋
人
た
ち

川
上
未
映
子　

著

紹介する人

岩渕幸奈さん
（明科・中川手）

図書館映画上映会（入場無料） 
｢新・御宿かわせみ」

2013 年 日本〈上映時間　83 分〉
●日時　10日（金） 開場18：30 上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

えほんとずこうのじかん
中央図書館　●日時　15日（水）16：30～
　　　　　　●場所　おはなしのへや

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　おはなしのへや
　　1・8・15・22・29 日（各水曜日）
 10：30 ～（乳幼児対象）
◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　おはなしのへや
　　18 日（土） 10：30 ～（乳幼児以上対象）
◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　　多目的室
　　17 日（金） 11：00 ～（乳幼児対象）
◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　　多目的室
　　17 日（金） 16：30 ～（幼児以上対象）
◇　三郷図書館　ポケットの会
　　三郷図書館内
　　11 日（土） 10：30 ～（乳幼児以上対象）
◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　児童コーナー
　　21 日（火） 10：30 ～（乳幼児以上対象）
　　21 日（火） 16：30 ～（幼児以上対象）
◇　明科図書館　ひまわりおはなし会
　　おはなしの部屋
　　25 日（土） 11：00 ～（乳幼児以上対象）

4月の図書館イベント

中
央
図
書
館　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

豊
科
図
書
館
読
書
会
の
会
員
募
集

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 

73
・
１
８
０
１



Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明教

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
支
所

穂
高
支
所

三
郷
支
所

堀
金
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

明
科
支
所

教
育
委
員
会
事
務
局
（
旧
明
科
公
民
館
内
）

1617 広報あづみの　2015.3.18 2015.3.18　広報あづみの

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

2
月
に
配
布
し
た「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
、
持
ち
込
み
方
法
は
、「
ご
み
の
出

し
方
の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

壁
等
に
付
着
し
た
卵
塊
が
孵う

か化
す
る

と
、
マ
イ
マ
イ
ガ
が
大
量
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

発
生
を
少
し
で
も
抑
え
る
た
め
に

は
、
成
虫
に
な
る
前
に
駆
除
す
る
こ
と

が
有
効
で
す
。
自
宅
や
事
業
所
周
辺
に

卵
塊
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
駆
除
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
卵
塊
の
除
去
の
方
法　

あ
ま
り
硬
く

な
い
先
が
平
ら
な
ヘ
ラ
等
（
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
底
辺
を
切
り
取
っ
た
も
の

が
使
い
や
す
い
）
で
は
が
し
て
除
去

し
て
く
だ
さ
い
。除
去
し
た
卵
塊
は
、

紙
等
に
包
ん
で
、
可
燃
物
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意　

卵
塊
に
は
り
ん
粉
や
体
毛
が

付
着
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
グ
ル
や
マ

ス
ク
を
着
用
し
、
り
ん
粉
な
ど
を
吸

い
込
ま
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
「
本
村
円
」
の

概
要
や
通
行
方
法
な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
、
現
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

3
月
29
日
（
日
）

午
前
10
時
～
11
時　

※
雨
天
決
行

●
場
所　

豊
科
本
村
と
堀
金
中
堀
境

　

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
工
事
現
場

●
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

●
申
し
込
み　

不
要

●
来
場
方
法　

▽
東
側　

国
道
１
４
７

号
か
ら
南
豊
科
駅
を
抜
け
て
、
日
本

エ
フ
デ
ィ
駐
車
場
に
駐
車
▽
西
側

堀
金
方
面
か
ら
進
入
し
て
、
交
通
規

制
内
の
路
上
に
駐
車

4
月
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

は
毎
週
土
日
に
開
場

豊
科
・
穂
高
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
は
、
資
源
物
を
無
料
で
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
4
月
か
ら
開
場
日
が
増
え
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
場
日　

毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日

●
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

※
た
だ
し
、
穂
高
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
で
は
、
毎
月
第
2
日
曜
日
は
、
粗

大
ご
み
の
有
料
回
収
の
み
を
行
い
ま

す
。
資
源
物
の
受
け
入
れ
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
時

間
は
、
午
前
9
時
～
11
時
30
分
）

4
月
か
ら
「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
」

を
再
開

庭
木
の
せ
ん
定
枝
を
チ
ッ
プ
化
し
て

資
源
と
し
て
有
効
活
用
す
る
「
緑
の
リ

サ
イ
ク
ル
」を
4
月
か
ら
再
開
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
場
日
は

▽
火
入
れ
を
行
う
と
き
は
、
市
長
の
許

可
を
必
ず
受
け
る
こ
と
。（
森
林
法

第
21
条
）

▽
喫
煙
は
決
め
ら
れ
た
場
所
で
行
い
、

吸
い
殻
は
必
ず
消
す
と
と
も
に
投
げ

捨
て
は
し
な
い
。

平
成
26
年
中
に
市
内
で
発
生
し
た
火

災
・
救
急
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

た
き
火
は
前
年
と
同
様
に
出
火
原
因

の
１
位
で
す
。
春
先
は
あ
ぜ
焼
き
が
多

く
行
わ
れ
ま
す
が
、
つ
け
た
火
は
最
後

ま
で
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

救
急
出
場
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
冷
静
な
判
断
で
適
正
な
利

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
く
い
虫
被
害
で
枯
れ
て
し
ま
っ
た

庭
木
等
の
松
は
、
市
が
伐
倒
処
理
を
し

て
い
ま
す
が
、
4
月
か
ら
は
、
松
の
所

有
者
の
皆
さ
ん
に
処
理
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
山
林
は
、
引
き
続
き
市
が
伐

倒
処
理
を
行
い
ま
す
。

●
補
助
金　

伐
倒
処
理
費
用
の
一
部
を

交
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
耕
地
林

務
課
林
務
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

統
一
標
語

「
伝
え
よ
う 

森
の
大
事
さ 

火
の
怖
さ
」

3
月
か
ら
5
月
は
、
山
林
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
山
林
火
災
を

防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

▽
枯
れ
草
な
ど
火
災
の
起
こ
り
や
す
い

場
所
で
、
た
き
火
を
し
な
い
。

▽
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ

ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消
火
す
る
。

▽
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
、

火
入
れ
を
し
な
い
。 し

ら

暮

平
成
26
年　

火
災
・
救
急
の
概
要

　

豊
科
消
防
署（

72
・
３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

82
・
３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

78
・
２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

62
・
２
９
９
２
）

リ
サ
イ
ク
ル
で
エ
コ
な
生
活
を

問
穂
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
対
策
担
当

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 
82
・
６
６
２
２
）

春
の
山
火
事
予
防
運
動

問
堀
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

　
三
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

松
く
い
虫
被
害　

庭
木
等
の
松
の

伐
倒
処
理
を
補
助
制
度
に
変
更

問
三
耕
地
林
務
課
林
務
担
当

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

マ
イ
マ
イ
ガ
の
卵
塊

除
去
の
お
願
い

問
穂
環
境
課
環
境
保
全
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト「
本
村
円

ま
ど
か

」

工
事
現
場
見
学
会

問
豊
建
設
課
建
設
担
当

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

火災
件数 37 件

前年
対比

８件減少
（8.2％減）

主
な
原
因

原因 件数
たき火 10 件
ストーブ 4 件
コンロ 3 件
電気
配線 3 件

その他 17 件

救急
件数 3,769 件

前年
対比

157 件増加
（4.3％増）

主
な
原
因

原因 件数

急病 2,357 件

一般
負傷 479 件

転院
搬送 370 件

その他 563 件

●火災の発生件数●救急の出動件数

メスと卵塊

ペットボトルを
使った駆除

市営入浴施設の４月以降の営業
市営長峰荘

●営業時間　午前 10 時～午後 9 時（入浴の受
付は午後 8 時 30 分まで）

●休館日　毎月第 2 火曜日（祝日の場合は、そ
の翌日）

●入浴料金　大人 450 円、小学生 210 円、未就
学児は無料

●休憩料金　▷お食事各種　500 円～▷宴会（一
人前）　4,100 円～

●宿泊料金　▷大人 8,000 円、小学生以下 6,480
円※夏季や大型連休を中心に営業

●指定管理者　㈱塚原緑地研究所（千葉市）期
間は 4 月 1 日から 3 年間

市営しゃくなげ荘
　4 月から、営業形態が変更になる可能性があ
ります。詳細は、決まり次第、市ホームページ
やしゃくなげ荘などでお知らせします。ご迷惑
をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いし
ます。
問穂観光交流促進課　482・3131 ㈹ 682・6622

13
ペ
ー
ジ
の
「
た
め
し
て
安
曇
野

検
定
ク
イ
ズ
」
の
答
え

問
題
1
…
②　

問
題
2
…
②

問
題
3
…
①　

問
題
4
…
②
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●
受
付
場
所　

セ
ン
タ
ー
東
側
プ
レ
ハ

ブ
事
務
所
（
73
・
９
５
５
０
）

●
鍵
の
受
け
渡
し　

受
付
時
間
内
に
施

設
東
側
プ
レ
ハ
ブ
事
務
所
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

●
使
用
料　

使
用
後
に
事
務
所
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

※
施
設
は
、
月
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。

あ
づ
み
野
テ
レ
ビ
㈱
の
デ
ジ
ア
ナ
変

換
サ
ー
ビ
ス
が
本
年
3
月
31
日
正
午
に

終
了
と
な
り
ま
す
。　

引
き
続
き
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
の
受
信
準
備
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
、
あ
づ
み
野
テ
レ
ビ
㈱

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

画
面
右
上
に
「
デ
ジ
ア
ナ
変

換
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ

●
「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
」
と
は

デ
ジ
タ
ル
の
電
波
を
ア
ナ
ロ
グ
に
変

換
し
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
地
デ

ジ
が
暫
定
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

総
務
省
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
な

ど
に
対
し
て
平
成
27
年
3
月
末
ま
で

行
う
よ
う
要
請
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

▽
総
務
省 

地
デ
ジ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
０
５
７
０
・

07
・
０
１
０
１
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
た
は

03
・
４
３
３
４
・
１
１
１

１
）
▽
あ
づ
み
野
テ
レ
ビ
㈱
（
7
０

１
２
０
・
３
５
３
・
０
５
５
）

自
閉
症
や
発
達
障
が
い
を
持
つ
人
は

「
他
の
人
の
気
持
ち
や
感
情
を
理
解
す

る
こ
と
」「
言
葉
を
適
切
に
使
う
こ
と
」

「
新
し
い
こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
」
な

ど
が
苦
手
で
す
。
周
囲
の
人
は
そ
の
人

の
状
況
に
応
じ
て
、
分
か
り
や
す
い
説

明
を
短
い
文
章
で
伝
え
た
り
、
安
心
で

き
る
環
境
を
整
え
た
り
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
物
事
の
正
し
い
方
法

を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
伝
え
、
穏
や

か
に
根
気
よ
く
接
す
る
こ
と
で
良
い
関

係
が
築
け
ま
す
。

子
ど
も
の
発
達
等
で
ご
心
配
な
場
合

は
、
子
ど
も
発
達
支
援
相
談
室
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

末
永
く
歌
い
継
が
れ
て
い
く
安
曇
野

市
歌
の
歌
詞
に
関
す
る
市
民
投
票
を
行

っ
て
い
ま
す
。
投
票
が
お
済
み
で
な
い

場
合
は
、
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
投
票
方
法　

2
月
18
日
（
水
）
発
行

の
広
報
あ
づ
み
の
の
最
終
ペ
ー
ジ
、

市
民
投
票
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
に
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。切
手
は
不
要
で
す
。

●
期
限　

3
月
31
日
（
火
）
ま
で

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
4
月

1
日
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ

れ
、施
設
名
な
ど
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
新
名
称　

豊
科
農
産
物
加
工
交
流
セ

ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

月
・
水
・
金
曜
日

午
前
9
時
～
正
午

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
、
20
歳
以
上
で
平
日
開

催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
。
た
だ

し
、
次
に
掲
げ
る
人
は
除
き
ま
す
。

▽
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

議
員
▽
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び

地
方
公
務
員
▽
市
の
附
属
機
関
の
公

募
に
よ
る
委
員
で
あ
る
人
▽
市
税
の

滞
納
が
あ
る
人

●
任
期　

5
月
31
日
～
平
成
29
年
5
月

30
日

●
報
酬　

別
に
定
め
る
額

●
応
募
方
法　

穂
高
支
所
内
地
域
づ
く

り
課
と
各
支
所
地
域
課
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
小
論
文
を
添

え
て
郵
送
・
持
参
・
電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
地
域
づ
く
り
課
ま
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
結
果
は
、
応

募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
小
論
文
テ
ー
マ　
「
私
は
協
働
を
こ

の
よ
う
に
考
え
る
」（
８
０
０
字
以

内
、
書
式
自
由
）

●
募
集
期
間　

4
月
6
日
（
月
）
～
24

（
金
）　

当
日
消
印
有
効

●
送
付
先　

〒
３
９
９
︲
８
３
０
３　

穂
高
支
所
内
地
域
づ
く
り
課

mchiikizukuri@
city.azum

ino.
nagano.jp

博
多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
を
見
学
す

る
福
岡
市
へ
の
市
民
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
希
望
者
は
志
賀
島
観
光

や
「
す
こ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

に
参
加
し
て
、
友
好
交
流
都
市
の
福
岡

市
東
区
民
と
の
交
流
も
で
き
ま
す
。
市

職
員
も
同
行
し
ま
す
。

●
日
時　

5
月
2
日（
土
）～
4
日（
月
）

●
対
象　

市
内
在
住
者

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

㈱
ト
ラ
ベ
ル
プ
ラ
ザ
（

81
・
３
１

０
０ 

81
・
３
３
１
１
）

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
基
本
方
針

お
よ
び
行
動
計
画
の
策
定
、
計
画
の
効

果
的
推
進
、
点
検
・
評
価
を
行
う
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

3
人
程
度

せ

ら

知

お友
好
交
流
都
市

福
岡
博
多
ど
ん
た
く
ツ
ア
ー

問
本
政
策
経
営
課
都
市
交
流
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
の

名
称
と
受
付
方
法
の
変
更

問
三
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
係

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

市
歌　

歌
詞
市
民
投
票
は

3
月
31
日（
火
）ま
で

問
安
政
策
経
営
課
企
画
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
基
本
方

針
・
行
動
計
画
策
定
委
員
の
募
集

問
穂
地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

3
月
31
日（
火
）で

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア
ナ

変
換
サ
ー
ビ
ス
が
終
了

問
情
報
統
計
課
情
報
政
策
係

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

4
月
2
日
（
木
）
は

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

4
月
2
日
（
木
）
～
8
日
（
水
）
は

発
達
障
害
啓
発
週
間

問
子
ど
も
発
達
支
援
相
談
室

（

71
・
３
０
１
０ 

73
・
５
７
７
５
）

各種情報
日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

みそ作り体験
教室

安曇野産大豆
とコシヒカリ
のこうじを使
ってみそを仕
込んでみませ
んか。

日：▷ 4 月 11 日（土）午前
11 時～午後 3 時　▷ 4 月
12 日（日）午前 9 時～午
後 3 時 ▷ 4 月 13 日（ 月 ）
午前 9 時～正午

場：農産物加工処理施設（穂
高中央児童館隣接地内）

対：市内にお住まいの人　
定：15 人（先着順）
費：持ち帰りのみそ 10 キロあた

り 3,000 円※約 20 キロまで
持：三角きん、エプロン、マスク、

みそ持ち帰り用ダンボール箱、
昼食（12 日のみ）

申：３月 25 日（水）
から 4 月 8 日（水）
の 間 に Vif 穂 高

（481・5656 683・
5223）にお申し込
みください。

アフリカへ毛布
を送る運動

アフリカの人
たちに毛布を
送る運動を行
っています。

日：４月 11 日（土）午前 10
時～午後２時

場：ザ・ビッグ穂高店

持：清潔な毛布
※布にメッセージやイラストを書き、

毛布に縫い付けると喜ばれます。
※持参できない場合は、毛布を取

りに伺うこともできます。

問：アフリカへ毛布
を送る運動安曇野
市推進協議会事務
局 長　 熊 井 さ ん

（482・5170）
日：４月 26 日（日）午前 10

時～午後３時
場：豊科老人福祉センター

集

募

の

員

委

平成 27 年度附属機関等の委員公募予定
委員会名 業務内容 人数 募集時期 任期 担当課

1
協働のまちづくり推進基本方
針及び協働のまちづくり推進
行動計画策定・評価委員会

上記募集記事のとおり 3 人 4 月 6 日（ 月 ）
～ 24 日（金） 2 年 地域づくり課

2 交流学習センター運営委員会 交流学習センター（豊科・穂高）の事
業運営について協議する。 2 人 5 月 2 年 図書館交流課

3 国民健康保険運営協議会

国民健康保険事業の適正な運営および
事業推進を協議する。また、国保税の
改定等の重要事項の諮問に対して答申
をする。

5 人 7 月 2 年 国保年金課

4 景観審議会 良好な景観の育成に関する重要な事項
を調査および審議する。 3 人 10 月 2 年 建築住宅課

5 緑の基本計画策定委員会 緑の基本計画策定に向けて広く市民の
意見を反映させた検討を行う。 2 人 10 月予定 1 年半 都市計画課

6 環境基本計画推進会議
環境基本計画による環境の保全の推進
および取り組み状況の点検、評価を行
う。

2 人 平成 28 年 2 月 2 年 環境課

※すでに公募により附属機関等の委員に着任している人は、応募することができません。
※平成 27 年 2 月 27 日現在での予定です。委員会名称、募集時期、人数等変更になることがあります。
※公募実施時に広報等で各委員会ごと募集しますので、詳細は募集時に担当課へお問い合わせください。
問本総務管理課行政担当（471・2000 ㈹ 671・5155）
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不動産評価等の無料相談会農地台帳の公表4 月 12 日（日）は、県議会議員一般選挙の投票日

一般社団法人長野県不動産鑑定士協会と公益
社団法人日本不動産鑑定士協会連合会の共催に
よる不動産評価等の無料相談会が開催されます。
●日時　4 月 2 日（木）
　午前 10 時～正午、午後１時～４時
●場所　松本市役所本庁舎　4 階第 2 応接室
●申し込み　不要
問（一社）長野県不動産鑑定士協会
　4026・225・5228

4 月から農地台帳と農地地図情報の公表が法律で定めら
れ、誰でも農業委員会窓口やインターネットで農地の面積や
地番などの基本情報を閲覧できるようになります。地番、面
積、地目などは公表されますが、所有者、耕作者の住所は公
表されません。公表項目の詳細は、農業委員会事務局にお問
い合わせください。

農業委員会では、今後も最新の情報を更新していきますの
で、農地台帳の整備に伴う調査などにご協力をお願いします。
問三農業委員会事務局　477・3111 ㈹ 677・6060

●投票時間　午前 7 時～午後 8 時（第 19 投票所（大口沢公民館）は午後 6 時まで）
●投票所　お住まいの場所により指定されます。昨年 12 月の衆議院総選挙とは投票所が変更となっている地

区がありますので、郵送される「投票所入場券」をご確認の上、投票所にお出掛けください。
※立候補者数が議員定数（2 人）を超えない場合は、無投票となります。
　無投票の場合、投票所入場券や選挙公報の配布はありません。

期日前投票は、4 月 4 日（土）～ 11 日（土）
●投票時間　午前 8 時 30 分～午後 8 時
●期日前投票所　▷新本庁舎（県安曇野庁舎から変更）▷穂高支所▷三郷支所▷堀金支所▷明科公民館
問選挙管理委員会事務局　471・2000 ㈹ 672・9266

て
、
土
地
の
現
況
・
利
用
状
況
等
の
調

査
を
行
い
、
見
直
し
ま
し
た
。

●
雑
種
地
の
補
正
率

こ
れ
ま
で
、
雑
種
地
の
う
ち
、
宅

地
の
価
格
か
ら
比
準
し
て
評
価
額
を
求

め
る
土
地
（
宅
地
介
在
雑
種
地
、
駐
車

場
、
資
材
置
場
等
）
は
、「
市
街
化
区

域
」
と
「
そ
れ
以
外
の
区
域
」
に
区
分

し
て
適
用
す
る
補
正
率
を
定
め
て
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
平
成
24
年
12
月
の
都
市
計

画
法
に
よ
る
区
域
区
分（
線
引
き
）廃
止

を
受
け
て
、
適
用
す
る
補
正
率
と
そ
の

区
分
を
見
直
し
ま
し
た
。具
体
的
に
は
、

補
正
率
の
適
用
区
分
を
「
都
市
計
画
法

上
の
用
途
地
域
及
び
市
街
地
宅
地
評
価

法
を
採
用
す
る
区
域
」
と
「
そ
の
他
の

区
域
」
に
分
け
、適
用
す
る
補
正
率
は
、

全
市
的
な
評
価
額
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
総

合
的
に
勘
案
し
て
見
直
し
ま
し
た
。

●
私
道
の
補
正
率

　

課
税
の
対
象
と
な
る
私
道
は
、
付
近

の
宅
地
の
価
格
か
ら
比
準
し
て
評
価
額

を
求
め
て
い
ま
す
が
、
他
の
地
目
の
土

地
と
の
評
価
額
お
よ
び
税
負
担
の
バ
ラ

ン
ス
等
を
考
慮
し
、
減
価
の
割
合
が
大

き
く
な
る
よ
う
に
補
正
率
を
見
直
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
私
道
の
評
価
額

等
は
減
少
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
見
直
し
に
よ
っ
て
免
税

点
（
※
１
）
未
満
と
な
り
、
平
成
27
年

度
か
ら
土
地
の
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
路
線
価
評
定
表

　

路
線
価
の
評
定
に
用
い
る
街
路
の
幅

員
、
公
共
施
設
へ
の
距
離
等
の
基
礎
デ

ー
タ
を
再
計
測
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
評
定
表
に
お
け
る
格
差

率
が
変
わ
り
路
線
価
が
上
昇
す
る
路
線

が
あ
る
た
め
、
評
価
額
や
税
額
が
上
昇

す
る
土
地
が
あ
り
ま
す
。（
実
際
の
街

路
で
幅
員
等
の
状
況
に
変
化
の
な
い
路

線
で
も
、
路
線
価
が
上
昇
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。）

●
用
語
解
説

（
※
１
）
免
税
点

市
内
で
同
一
の
者
が
所
有
す
る
土
地

の
課
税
標
準
額
の
合
計
が
、
免
税
点

（
30
万
円
）
に
満
た
な
い
場
合
、
土
地

の
固
定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日（
賦

課
期
日
）
現
在
、
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
な
ど
の
「
固
定
資
産
」
を
所
有
し

て
い
る
人
が
、
そ
の
所
在
す
る
市
町
村

に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

固
定
資
産
の
う
ち
、
土
地
と
家
屋
は

3
年
に
一
度
、
基
準
年
度
ご
と
に
「
評

価
替
え（
評
価
の
見
直
し
）」を
行
っ
て

い
ま
す
。
本
年
度
の
土
地
・
家
屋
の
評

価
替
え
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

よ
り
公
平
・
公
正
な
課
税
の
た
め
、

次
の
と
お
り
見
直
し
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
一
部
の
土
地
で
は
評
価
額
や
税
額

に
増
減
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
課
税
地
目

現
地
調
査
や
航
空
写
真
を
活
用
し

知
書
は
、
4
月
9
日
（
木
）
頃
に
郵
送

す
る
予
定
で
す
。
同
封
の
課
税
明
細
書

で
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
固
定
資
産
税
の
納
期
限

　

第
1
期　

4
月
30
日
（
木
）

　

第
2
期　

7
月
31
日
（
金
）

　

第
3
期　

12
月
25
日
（
金
）

　

第
4
期　

平
成
28
年
2
月
29
日（
月
）

自
分
の
所
有
す
る
固
定
資
産
と
、
他

の
固
定
資
産
を
比
較
す
る
た
め
、
土
地

価
格
等
縦
覧
帳
簿
と
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

●
期
間　

4
月
1
日（
水
）～
30
日（
木
）

（
開
庁
日
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
15
分
）

●
場
所　

豊
科
支
所
内
資
産
税
課

●
縦
覧
で
き
る
人　

　

平
成
27
年
度
市
内
の
土
地
ま
た
は
家

屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

●
持
ち
物

▽
本
人
の
縦
覧
は
、
本
人
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

な
ど
）

▽
代
理
人
の
縦
覧
は
、
本
人
か
ら
の
委

任
状
と
代
理
人
を
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

●
手
数
料　

無
料

平
成
27
年
度
の
課
税
台
帳
の
閲
覧
が

で
き
ま
す
。

●
開
始
日　

4
月
1
日
（
水
）（
開
庁

日
の
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15

分
）

●
場
所　

豊
科
支
所
内
資
産
税
課
、
各

支
所
地
域
課
地
域
担
当

●
持
ち
物

▽
本
人
の
閲
覧
は
、
本
人
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

な
ど
）

▽
代
理
人
の
閲
覧
は
、
本
人
か
ら
の
委

任
状
と
代
理
人
を
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

▽
借
地
借
家
人
が
該
当
す
る
固
定
資
産

の
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
場
合
は
、

賃
貸
借
契
約
書
な
ど
、
当
該
資
格
を

証
明
す
る
書
面

●
手
数
料　

一
名
義
ご
と
３
０
０
円

　

※
縦
覧
期
間
中
は
無
料

税
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
、
土
地

は
現
況
地
目
調
査
を
、
家
屋
は
特
定
調

査
（
全
棟
調
査
）
を
随
時
進
め
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
屋
は
総
務
大
臣
が
定
め
た
固
定
資

産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
3
年
ご
と
に

建
築
資
材
・
物
価
変
動
な
ど
を
反
映
し

て
算
出
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
床
面
積

の
変
更
な
ど
の
異
動
が
な
い
限
り
、
3

年
間
は
同
じ
評
価
と
な
り
ま
す
。
平
成

27
年
度
の
評
価
替
え
は
、
前
年
度
の
再

建
築
価
格
（
※
1
）
に
再
建
築
費
評
点

補
正
率
（
※
2
）
を
乗
じ
て
、
再
建
築

費
評
点
数
を
求
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。　

●
用
語
解
説

（
※
1
）
再
建
築
価
格

評
価
の
対
象
と
な
っ
た
家
屋
と
同
一

の
も
の
を
、
評
価
の
時
点
に
お
い
て
そ

の
場
所
に
新
築
す
る
も
の
と
し
た
場
合

に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
費
で
す
。

（
※
2
）
再
建
築
費
評
点
補
正
率

平
成
25
年
7
月
現
在
の
物
価
水
準
に

よ
り
算
定
し
た
工
事
原
価
に
相
当
す
る

費
用
の
平
成
22
年
7
月
現
在
の
当
該
費

用
に
対
す
る
割
合
を
基
礎
と
し
て
定
め

た
も
の
で
す
。

平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税
通

金

税平
成
27
年
度
は

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
年
で
す
。

詳
し
く
は
、
資
産
税
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
豊
資
産
税
課
家
屋
担
当　

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０

  

土
地
の
評
価
替
え

  

家
屋
の
評
価
替
え

  

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

  

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

  

固
定
資
産
税
の
調
査

  

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
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＊豊　科　地　域　
月　　日 時　　間 場　　所

4月7日（火）

9：00～ 9：15 熊倉 柳原道祖神前
9：25～ 9：55 熊倉公民館

10：05～10：35 アルプス区公民館
10：50～11：00 田沢 南原集会所
11：10～11：20 田沢区公民館
11：30～11：50 光農業生活改善センター
13：20～13：40 桜坂区公民館
13：50～14：05 大口沢公民館
14：20～14：35 小瀬幅農業生活改善センター

4月10日（金）

9：00～ 9：30 新田公民館
9：40～10：00 豊科近代美術館駐車場　

10：10～10：30 寺所公民館
10：40～11：00 徳治郎公民館
11：10～11：30 踏入コミュニティセンター
13：00～13：20 重柳公民館
13：30～13：45 殿村公民館
13：55～14：15 細萱公民館

4月14日（火）

9：00～ 9：20 JR 梓橋駅前
9：30～ 9：50 たつみ原区公民館

10：00～10：15 飯田公民館
10：25～10：40 下飯田公民館
10：50～11：10 中曽根公民館
11：20～11：50 真々部公民館
13：20～13：40 上鳥羽地域農業推進拠点施設
13：50～14：10 下鳥羽地域構造改善センター

4月20日（月）

9：00～ 9：20 豊科近代美術館駐車場　
9：30～10：00 成相コミュニティセンター

10：10～10：25 吉野 荒井お堂前
10：35～10：55 本村公民館
11：10～11：20 細萱公民館
11：30～11：40 重柳公民館
13：00～13：10 踏入コミュニティセンター
13：25～13：35 野田集会所
13：50～14：10 アルプス区公民館

4月26日（日）

9：00～ 9：20 新田公民館
9：30～ 9：50 成相コミュニティセンター

10：00～10：10 本村公民館
10：20～10：30 吉野 荒井お堂前
10：45～11：00 寺所公民館
11：15～11：30 下鳥羽地域構造改善センター
11：40～11：55 上鳥羽地域農業推進拠点施設
13：30～13：45 真々部公民館
13：55～14：10 たつみ原区公民館

＊穂　高　地　域　
月　　日 時　　間 場　　所

4月6日（月）

9：00～ 9：20 等々力会館
9：30～ 9：50 三枚橋公園

10：00～10：20 白金公民館
10：30～10：50 矢原公民館
11：00～11：20 宮嶋電器隣ごみステーション
11：30～11：50 柏原会館
13：20～13：40 ＪＡ西穂高支所前
13：50～14：10 久保田公民館

4月9日（木）

9：00～ 9：20 狐島公民館
9：30～ 9：45 青木花見公民館
9：55～10：15 島新田会館

10：25～10：45 立足会館
10：55～11：15 古厩会館
11：25～11：55 新屋公民館
13：30～13：45 北矢村集会所
13：55～14：10 宮城会館

4月15日（水）

9：00～ 9：30 等々力町公民館
9：40～10：10 本郷公会堂

10：20～10：40 西原公民館
10：50～11：05 田中麦大豆センター
11：15～11：35 上原公民館
13：00～13：20 塚原公民館
13：30～13：50 牧公民館

4月17日（金）

9：00～ 9：30 勤労者福祉センター
9：40～ 9：55 橋爪公民館

10：05～10：25 耳塚公民館
10：35～10：55 嵩下公民館
11：05～11：25 小岩岳公民館
13：00～13：20 豊里公民館
13：30～13：50 富田公民館

4月19日（日）

9：00～ 9：30 穂高支所
9：40～10：00 柏原会館

10：10～10：30 久保田公民館
10：40～11：00 上原公民館
11：15～11：35 ビフ穂高北スポーツ公園
13：00～13：20 新屋公民館
13：30～13：50 立足会館

4月25日（土）

13：00～13：20 ＪＡ西穂高支所前
13：35～13：50 牧公民館
14：00～14：15 古厩会館
14：25～14：40 青木花見公民館
14：50～15：10 勤労者福祉センター

＊三　郷　地　域　
月　　日 時　　間 場　　所

4月13日（月）

9：00～ 9：30 一日市場公民館
9：40～ 9：55 ＪＲ一日市場駅前

10：05～10：15 見岳町集会所
10：25～10：55 七日市場公民館
11：05～11：25 及木公民館
11：35～11：55 東中萱集会所
13：00～13：30 中萱公民館
13：40～14：00 住吉公民館
14：10～14：30 楡公民館

4月16日（木）

9：00～ 9：30 二木公民館
9：40～10：00 下長尾公民館

10：20～10：50 上長尾公民館
11：00～11：30 野沢公民館
13：00～13：20 東小倉第一集会所
13：30～13：50 東小倉公民館
14：00～14：20 室町公民館

4月22日（水）

9：00～ 9：20 南小倉公民館
9：30～ 9：50 北小倉公民館

10：00～10：20 小倉多目的研修センター
10：35～10：55 野沢公民館
11：10～11：30 一日市場公民館
13：00～13：20 中萱公民館
13：30～13：50 三郷保健センター

＊堀　金　地　域　
月　　日 時　　間 場　　所

4月21日（火）

9：00～ 9：35 田多井公民館
9：45～10：00 田尻元稚蚕所西ごみ集積所前

10：10～10：35 旧小田多井公民館跡地
10：45～11：10 中堀神社東空地
11：20～11：50 下堀公民館
13：00～13：20 堀金支所
13：30～14：00 上堀地域構造改善センター
14：10～14：40 倉田構造改善センター

4月24日（金）

9：00～ 9：10 上堀南原集会所
9：20～ 9：45 扇町区構造改善センター
9：55～10：15 下堀公園ごみ集積所前

10：25～10：35 下堀田圃集会所
10：45～11：05 田尻公民館
11：15～11：25 田多井元南部詰所ごみ集積所前
11：35～12：00 岩原公民館西側

＊明　科　地　域　
月　　日 時　　間 場　　所

4月8日（水）

9：00～ 9：10 山中農業研修センター
9：20～ 9：30 潮沢公民館
9：40～ 9：55 明科支所

10：05～10：15 御宝田遊水池駐車場
10：25～10：35 中耕地公民館
10：45～10：55 宮本公民館
11：05～11：15 北村集会所
11：25～11：35 中条集会センター
11：45～11：55 天神原農業生活改善施設

4月23日（木）

9：00～ 9：10 上押野上手木戸バス停
9：20～ 9：30 上押野営農センター
9：40～ 9：55 下押野集会センター

10：05～10：15 塩川原農業研修センター
10：25～10：35 荻原教員住宅横資源ステーション
10：45～10：55 荻原農村都市交流センター
11：05～11：15 中村農業生活改善センター
11：25～11：35 小泉農業研修センター
13：00～13：10 上生野公民館
13：20～13：30 明科北保育園駐車場（西側）
13：40～13：50 潮農業生活改善施設
14：00～14：10 大足地区コミュニティー集会施設
14：20～14：30 明科体育館北側駐車場

14：40～14：50 教育委員会事務局駐車場
（旧明科公民館）

登
録
・
予
防
注
射
の

　

 

手
数
料
・
料
金

犬
の
新
規
登
録
・
予
防
注
射
な
ど
の

料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
１
頭
当
た
り
、
消
費
税
額
を
含
む
）

▽
予
防
注
射
料
金
お
よ
び
手
数
料　

　

３
５
０
０
円
（
注
射
料
金
２
９
５
０

円
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０

円
）

▽
新
規
登
録
手
数
料　

３
０
０
０
円

※
注
射
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
お
つ
り
の
な
い
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

注
意
事
項

▽
既
に
登
録
を
さ
れ
て
い
る
飼
い
主
の

皆
さ
ん
は
、
お
手
元
に
届
い
た
は
が

き
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
次
に
該
当
す
る
犬
は
、
動
物
病
院
で

診
察
を
受
け
て
か
ら
狂
犬
病
予
防
注

射
の
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
健
康
状
態
に
不
安
の
あ
る
犬

・
現
在
治
療
中
の
犬

・
過
去
に
予
防
注
射
接
種
後
に
異
常
を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
犬

▽
犬
を
し
っ
か
り
抑
え
ら
れ
る
人
が
付

き
添
い
、
首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
穂
環
境
課
環
境
保
全
係

　
（
82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

生涯１度の登録と
　　年１回の狂犬病予防注射を

生後 91 日以上の飼い犬は、生涯に１度の登録と年
１回の狂犬病予防注射が法律で義務付けられていま
す。室内犬も同様ですので、必ず登録と注射を受け
てください。登録・注射を受けさせない場合は 20 万
円以下の罰金などの罰則が課せられます。（狂犬病予
防法第 27 条第１号および同条第 2 号）

マナーを守って
▷犬のフンは必ず持ち帰りましょう。可燃ごみで処

理をしてください。
▷犬を放すのは危険です。必ずつなぎましょう。
▷犬の飼い主がすぐ分かるように、首輪に「鑑札」「狂

犬病予防注射済票」等を必ず付けましょう。

お忘れなく！
愛犬の登録と
狂犬病予防注射
市では、次のとおり犬の登録と狂犬病予防注射を行います。日程をご
確認の上、都合の良い場所で受けてください。（どこの会場でも新規
登録・注射ができます。）なお、雨天の場合も行います。

忘れずに
連れて行ってね！
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女
性
の

生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と
健
康

人
は
、
一
生
の
内
に
何
度
か
生
活

ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
経
験
し
ま
す
。
妊

娠
、
出
産
、
育
児
と
、
女
性
の
生
活
の

変
化
と
共
に
起
こ
り
得
る
体
の
不
調
を

知
り
、
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

学
童
期
～
青
年
期
（
6
～
20
歳
）

過
度
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
が

将
来
の
健
康
に
影
響

女
性
の
体
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
出
産

を
含
め
た
一
生
の
体
の
土
台
作
り
を
し

て
い
ま
す
。

近
年
、
20
～
30
歳
代
の
女
性
で
、
痩

せ
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
18
・
5
未
満
）
の
割
合

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
若
い
女
性
の
過

度
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
、
将
来
の
妊
娠
・

出
産
・
健
康
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

心
掛
け
、
適
正
な
体
重
を
維
持
し
ま
し

健
康
体
操
教
室
が
地
区
で
計
10
回

（
約
7
カ
月
）行
わ
れ
、参
加
し
ま
し
た
。

歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
体
力
は
低
下

し
ま
す
が
、
講
座
を
通
し
て
そ
れ
を
少

し
で
も
遅
ら
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、

常
に
意
識
し
て
体
を
動
か
す
こ
と
の
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
室

前
後
に
行
っ
た
体
力
測
定
値
を
比
較
し

て
み
る
と
、
柔
軟
性
・
バ
ラ
ン
ス
感
覚
・

脚
筋
力
・
歩
行
能
力
の
数
値
は
、
と
も

に
着
実
に
良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
教
室
に
参
加
し
て
、
受

講
前
と
後
で
は
健
康
に
関
し
て
の
考
え

子
宮
頸
が
ん
検
診
を

20
歳
代
の
若
年
層
で
子
宮
頸
が
ん
が

急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
性

活
動
が
活
発
な
若
い
年
代
で
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の
感
染
の
機
会
が

増
え
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

20
歳
以
上
の
皆
さ
ん
は
、
子
宮
頸
部

検
診
を
指
定
の
医
療
機
関
で
受
診
し
ま

ょ
う
。

方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。「
健
康
」

と
言
う
言
葉
を
改
め
て
辞
書
で
引
く
と

「
身
体
に
悪
い
と
こ
ろ
が
な
く
心
身
と

も
に
健
や
か
な
こ
と
」と
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
を
意
識
し
つ
つ
、
毎

日
運
動
を
継
続
し
て
、
少
し
で
も
老
化

を
遅
ら
せ
る
よ
う
日
々
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
地
域
で
体
操
教
室
が
開

催
さ
れ
る
際
に
は
、
参
加
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
文
・
井
上　

進
さ
ん
）

し
ょ
う
。

妊
娠妊

娠
時
に
、
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
や

妊
娠
期
糖
尿
病
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
産
後
、
元
に

戻
る
こ
と
が
多
い
反
面
、
将
来
高
血
圧

や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と
な
る

リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

過
度
な
体
重
増
加
抑
制
を
し
な
い

２
５
０
０
㌘
未
満
で
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
（
低
出
生
体
重
児
）
は
、
成
人

後
に
生
活
習
慣
病
に
な
る
可
能
性
が
高

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
低
出
生
体
重
児
の
出
産
に
は
、
妊

娠
中
の
お
母
さ
ん
の
過
度
の
体
重
増
加

抑
制
が
関
係
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
妊
婦
健
康
診
査
は
必
ず
受
診

し
、
結
果
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ご
自
身
の
出
生
体
重
か
ら
、
将
来

起
こ
り
得
る
病
気
の
リ
ス
ク
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

忙
し
さ
の
合
間
に
検
診
を

壮
年
期
（
31
～
44
歳
）

　

成
人
と
し
て
最
も
体
力
・
気
力
共
に

充
実
し
て
い
る
と
さ
れ
る
年
代
で
す
。

家
事
・
育
児
・
仕
事
な
ど
生
活
ス
タ
イ

ル
は
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
忙
し

さ
の
あ
ま
り
、
ご
自
身
の
こ
と
が
後
回

し
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
自
覚
症
状

が
出
る
前
に
、
が
ん
検
診
・
特
定
健
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

更
年
期
（
44
～
55
歳
ご
ろ
）

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
低
下
に
よ

り
、
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
不
調
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
、専
門
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

定
期
的
な
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

女
性
の
体
は
、
加
齢
や
ホ
ル
モ
ン
の

変
化
、
生
活
ス
タ
イ
ル
（
食
事
、
運
動

不
足
な
ど
）
の
影
響
を
受
け
て
、
不
調

を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　
　

自
覚
症
状
の
出
る
前
に
、
ご
自
身
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

健
診
に
関
す
る
詳
細
は
3
月
4
日
発

行
の
健
診
こ
よ
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問健健康推進課保健予防係

481･0726 681･0703

健
康

情
報

づ

く
り

私
の
健
康
法　

―
イ
キ
イ
キ
と
活
力
あ
る
生
活
を
―

今
月 の

レ
シ ピ

紹介者　農村生活マイスター　

西牧　千枝子さん
（穂高　穂高区）

菜の花の辛子和え

収穫されずに畑に残った野沢菜などから、春の雪解けと共に芽
が出たものが菜の花です。花が咲くと固くなるのでつぼみの内
に摘み取ります。ビタミン A・C、鉄、カルシウム、食物繊維な
ど多くの栄養素を豊富に含んでいます。
旬は 4 月くらいまでです。和え物、煮びたし、吸い物、炒め物など、
さまざまな調理法で少しほろ苦い春の味を楽しんでください。

ａ

�
�
�
�
�

材料（4 人分）
菜の花　1 束（150㌘）
　　しょうゆ　大さじ 1
　　ねり辛子　小さじ 1
　　砂糖　1 つまみ

作り方
①鍋にたっぷりの湯を沸かし、塩少々を入れます。
②①に菜の花の茎の方から入れ 30 秒くらいゆでたら、

花の部分も入れてゆでます。水をはったボールに取り、
水気を絞ります。（ゆで過ぎないようにしてください。）

③②を 2 ～ 3㌢の長さに切ります。
④ボールにａの調味料を合わせて、③と和えます。

●過度なダイエットによる不調
月経不順
無月経
卵巣機能不全

●ＢＭＩの計算式
体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　※標準体重
　　ＢＭＩ 18.5 ～ 25.0 未満

自
身
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ

を
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う

●生活習慣病
肥満
糖尿病
高血圧
脳卒中
高血圧
心臓病
脂質異常症

●更年期に起こる不調
自律神経失調症に似た、
さまざまな体調不良
情緒不安定
骨粗しょう症
脂質異常症
高血圧
動脈硬化
糖尿病

健康体操教室の内容
●教室前後
ピンピン☆キラリの健康講話
血圧・体組成・体力測定などの身体チェック
●毎回
自宅でできる筋力トレーニング
正しいウオーキングの方法
リズム体操やボールを使った運動
リラックスストレッチ等
栄養士、保健師、歯科衛生士によるミニ講話など
●教室期間中
活動量計（貸与）で、毎日の活動量をチェック

↓
後日分析して総消費カロリー・活動消費カロリー・
歩数をグラフに起こし、アドバイス

小
岩
嶽
地
区 

健
康
体
操
教
室

の
皆
さ
ん
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4月（April）の予定
４月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

９日（木） （予約日：2日（木））
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室 1
23日（木） （予約日：16日（木））
場穂高支所　大会議室
13：30～16：30　※1人20分、定員8人
問市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）
※電話予約…予約日の9：00～12：00
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

場問北部地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科支所内）
　　（℡72-9986・FAX72-8340）
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･母子家庭･女性の相談 要予約
平日　時 8：30 ～ 17：00
場問子ども支援課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（穂高支所１階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011、代表82-3131・FAX 82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

4月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

8日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※電話相談も受付中。詳しくは下記のホームページにアクセスを。
　http://usc.or.jp

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

4月の児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

5日（日） 12日（日） 19日（日） 26日（日） 29日（水・祝）
古 川 整 形 外 科 医 院

82-8880［穂高］
塔 の 原　 内 川 医 院

81-2121［明科］
追 分 ク リ ニ ッ ク

82-2129［穂高］
堀 内 医 院

82-3324［穂高］
村 山 医 院

82-2101［穂高］
石 田 医 院

72-2766［豊科］
須 澤 ク リ ニ ッ ク

82-2993［穂高］
高 橋 医 院

82-2561［穂高］
神 谷 小 児 科 医 院

72-5162［豊科］
中 田 医 院

82-2339［穂高］
こ う の 内 科 循 環 器 科

71-5881［豊科］
山 田 医 院

72-3207［豊科］
土 屋 ク リ ニ ッ ク

71-1811［豊科］
米 倉 医 院

72-2354［堀金］
ヴ ェ リ タ ス 堀 金 診 療 所

87-6700［堀金］
丸 山 歯 科 医 院

82-7505［穂高］
よ こ さ わ 歯 科 医 院

82-2121［穂高］
林 歯 科 医 院

62-2403［明科］
高 橋 喜 博 歯 科 醫 院

73-3771［堀金］
内 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク

71-4711［堀金］

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日（29 日は除く）

場問教育指導室（教育委員会事務所）（℡62-3521・FAX62-5721）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など） 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日（29 日は除く）

場問教育相談室（堀金公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）
※電話相談可。まずはお電話ください。

16日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見等）
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室1
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

６日（月）・★ 20日（月） 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
７日（火）・★ 21日（火） 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
８日（水）・★ 22日（水） 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
９日（木）・★ 23日（木） 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
10日（金）・★ 24日（金） 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

 ８・22日（水）	場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
 ９・23日（木） 場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
 14・28日（火）	 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
 16日（木） 場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
 21日（火）	場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

こころの相談

精神科医による精神保健相談  要予約  時 14:00 ～

2日（木）・6日（月）・13日（月）・20日（月）・27日（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約  時 14:00 ～

９・16・23日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約  時 13:30 ～

３日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会 時 19:00 ～ 21:00

1・8・15・22・29日（水）　※ 1・15 日は家族会

場豊科交流学習センター「きぼう」2 階
問健康推進課保健予防係（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

	読み聞かせ 6・13日（月） 11：00 ～ 11：20
 ふれあい農園 じゃがいも植付 17日（金） 10：15 ～

  要予約  持ち物：汚れても良い服装、長靴（親子）、飲み物　★年間登録制
です。詳細は児童館まで。

	 育児相談 24日（金） 10：30 ～ 12：00

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

 みんなあつまれ！ お花見会 14日（火） 10：30 ～ 12：00要予約 100円  持ち物：飲み物

	読み聞かせ 16日（木） 11：00 ～ 11：20
	 育児相談  17日（金） 10：30 ～ 12：00
	 読み聞かせ 23日（木） 11：00 ～ 11：20

TEL・FAX83-5494
■休館日／日曜・祝日★穂高北部児童館

 育児相談・身体測定  10日（金） 10：30 ～ 12：00★身体測定は10：00 ～ 12：00まで。

 わらべうた  13・20・27日（月） 11：10 ～
 読み聞かせ 10・17・24日（金） 11：00 ～ 11：20
 みんなあつまれ！ 17日（金） 10：30 ～ 11：30 4 月生まれハッピーバースディ

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

 読み聞かせ ６日（月） 11：00 ～ 11：30
 読み聞かせ 17日（金） 11：00 ～ 11：30
 育児相談 20日（月） 10：00 ～ 12：00

TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日★穂高西部児童館

 育児相談・身体測定 ３日（金） 10：30 ～ 12：00身体測定は 10：00～ 12：00

 農園① 顔合わせ会 10日（金） 10：30 ～ 11：30
★親子で畑仕事♪

	読み聞かせ 15日（水） 11：00 ～ 11：20
 みんなあつまれ！  25日（土） 10：00 ～ 11：30春を染めよう～桜～

 要予約 200円  対象：小学生・乳幼児親子　定員：20組

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

	育児相談・身体測定 13日（月） 10：30 ～ 12：00
	 お下がり会 キッズリユース 17日（金） 11：00 ～ 11：30
	★出品者は 10時 30	分までにお越しください。事前預かり可。
	読み聞かせ 20日（月） 11：00 ～

 チャレンジタイム  25日（土） 10：30 ～ 12：00 ぎょうざピザパーティー
  要予約 100円  対象：小学生　定員：20人程度　持ち物：飲み物、エプロン、
三角巾

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

	読み聞かせ 15日（水） 11：00 ～ 11：20
 育児相談・身体測定 17日（金） 10：30 ～ 12：00	 ★身体測定は 10：00 ～ 11：30 まで。

 キッズリユース おさがり会 27日（月） 10：30 ～ 11：15
	 出品者は事前に申し込みの上、当日 10時 15 分までにお越しください。

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

 育児相談 21日（火） 10：30 ～ 12：00
 チャレンジタイム お楽しみゲーム 22日（水） 15：45 ～
対象：小学生以上　持ち物：タオル、飲み物　★年間予定のお知らせもあり
ます。

★豊科中央児童館

 育児相談  10日（金） 10：30 ～ 12：00
 卓球教室 対象：小学生以上 11日（土） 14：00 ～ 15：00
 チャレンジタイム マジックスクリーン 15日（水） 16：00 ～ 17：00
 要予約  対象：小学生以上　★簡単にできる工作です。

 お下がり会 16日（木） 11：00 ～
 ★出品者は 10時 30 分までにお越しください。

	読み聞かせ 20日（月） 11：00 ～
 チャレンジタイム よもぎだんご 25日（土） 14：00 ～ 15：00
 要予約 100円   対象：小学生以上　定員：15人　持ち物：エプロン、三角巾、
箸、飲み物

TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

24日（金）場豊科交流学習センター「きぼう」
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権特設相談所　時10：00 ～ 15：00 

平成 27 年度　キッズパーク参加者募集
市内９箇所の児童館ではキッズパークの参加者を募集します。
キッズパークは就園前親子対象の登録制サークルです。季節の行事や親子体操、おやつ作り

等を楽しむほか、参加者の皆さんに計画して進めていただく自主活動もあります。平成 27 年
度からは保護者の皆さんの仲間作りに繋がるような活動や保護者の皆さんのリフレッシュを目
的とした活動も予定しています。

詳しくは、児童館に備え付けのチラシをご覧ください。

●対象：市内在住の就園前乳幼児親子　　
●クラス分け：２歳以上クラス（火曜日開催）、１歳クラス（水曜日開催）、０歳クラス（木曜日開催）　
●申込期間：４月６日（月）～ 10 日（金）
●申込方法：参加を希望する児童館の窓口でお申し込みください。
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2015.3.1現在　（ ）内は対前月比

人口  98,535人（ －87）

 男  47,784人（ －41）

 女  50,751人（ －46）

世帯  38,198世帯（ －14）
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本 　 庁 　舎	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4932番地46	 TEL	0263-71-2000	 FAX	0263-71-5000
豊 科 支 所	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4340番地	 TEL	0263-72-3111	 FAX	0263-72-8340
穂 高 支 所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 TEL	0263-82-3131	 FAX	0263-82-6622
三 郷 支 所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 TEL	0263-77-3111	 FAX	0263-77-6060
堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 TEL	0263-72-3106	 FAX	0263-72-4900
明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 TEL	0263-62-3001	 FAX	0263-62-4747

古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

例えば…「還付金受け取り」という虚偽の電話があります

市役所を思わせる名前を名乗り「医療費の還付金があります。今日中に手続きし
てください」と電話があり、コンビニエンスストアなどの現金自動預払機（ＡＴＭ）
から操作させ、詐欺の相手に入金させる手口です。

市役所からの連絡で現金自動預払機（ＡＴＭ）の機械操作やキャッシュカードを
預かることはありません。

困ったことはできるだけ早く最寄りの相談窓口へご相談ください
問い合わせ　穂高支所内安曇野市消費生活センター
　　　　　　（471・2100直通　482・3131㈹ 682・6622）
　　　　　　安曇野警察署（472・0110）　消費者ホットライン（40570・064・370）

このほかこんな手口にご注意ください

オレオレ詐欺

警察官などをかたる詐欺

もうかります詐欺

携帯電話番号が変わったと言って電話
をかけ、息子や孫が窮地に至った状況
を作り出して、お金をだまし取る

警察官や銀行協会の職員を名乗り、現
金やキャッシュカードをだまし取る

パンフレットや電話で社債・未公開株、
金やダイヤモンドなどの購入を勧める

だまされてしまう落とし穴
声が家族と似ていると詐欺だと気づかない

だまされてしまう落とし穴
警察官などと言われるとついつい信用して
しまう

だまされてしまう落とし穴
「お金はこちらで出します」「名義を貸
すだけ」などと言い安心させる

対　策
●家族の合言葉で相手

が本人か確認する
●元の電話番号に電話

し確認する

対　策
●地元の警察署や家族、

知人、友人に相談す
る

対　策
●うまい話は疑う
●留守番電話に入った

見知らぬ電話番号と
は通話しない

オレだけど
助けて！

警察の○○
ですが

今なら絶対
もうかります

す
べ
て
は
電
話
か
ら
始
ま
り
ま
す

詐
欺
的
な
手
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

だまされ
ないで！


